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第７期網走市介護保険事業計画の進捗状況について【令和２年度】 

 

１．高齢者数・要介護認定者数・認定率の推移 

  高齢者数・要介護認定者数については、下記の表のとおりです。 

令和２年度の要介護認定者数については若干計画値を下回っており、計画どおりに介

護サービスや地域支援事業が提供・実施されていた結果と言えます。 

また、認定率については北海道平均、全国平均を大きく下回っており、以前より介護

予防事業等に取り組んできた成果と介護予防･日常生活支援総合事業が充実している結

果と考察されます。 

なお、より詳細な認定率の推移や近隣保険者との比較については別紙１のとおりとな

っています。 

 

高齢者数(第１号被保険者数)            

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

計 画 10,575人 10,757人 10,974人 11,195人 11,353人 11,510人 

実 績 10,762人 10,943人 11,107人 11,188人 11,244人 11,289人 

比 率 101.8％ 101.7％ 101.2％ 99.9％ 99.0％ 98.1％ 

※ 実績は年度末の人数           

 

要介護認定者数(第２号被保険者を含まない) 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

計 画 1,844人 1,892人 1,844人 1,831人 1,871人 1,926人 

実 績 1,857人 1,854人 1,782人 1,795人 1,826人 1,823人 

比 率 100.7％ 98.0％ 96.6％ 98.0％ 97.6％ 94.7％ 

※ 実績は年度末の人数           

 

令和２年度 介護度別要介護認定者数(第２号被保険者を含まない) 

区分 支援 1 支援 2 介護 1 介護 2 介護 3 介護 4 介護 5 計 

計 画 206人 267人 389人 406人 256人 252人 150人 1,926人 

実 績 150人 287人 363人 373人 273人 207人 170人 1,823人 

比 率 72.8％ 107.5％ 93.3％ 91.9％ 106.6％ 82.1％ 113.3％ 94.7％ 

 

認定率の推移(第２号被保険者を含まない) 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

網走市 17.2％ 17.0％ 16.0％ 16.1％ 16.2％ 16.2％ 

北海道 19.4％ 19.5％ 19.5％ 19.8％ 20.0％ 20.3％ 

全 国 17.9％ 18.0％ 18.0％ 18.3％ 18.5％ 18.6％ 

      ※ 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」より 
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２．サービス利用状況 

  サービス利用状況については、下記の表のとおりです。長期入院などを含め認定者の

一定数がサービスを利用していない現状があります。 

 

認定者のサービス利用率（第２号被保険者を含まない） 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

認定者 1,857人 1,854人 1,782人 1,795人 1,826人 1,823人 

利用者 1,578人 1,587人 1,432人 1,449人 1,472人 1,486人 

利用率 85.0％ 85.6％ 80.4％ 80.7％ 80.6％ 81.5％ 

※ 実績は年度末の人数           

 

３．受給率の推移 

受給率とはサービスの受給者数を第１号被保険者で除した値を百分率で示したもので

す。市内に施設が少ないことから施設サービス受給率が北海道平均、全国平均と比べて

低い状況ですが、令和２年に特別養護老人ホームが増改築、介護医療院が新規開設され

たことから、今後増加が見込まれます。一方、認知症対応型共同生活介護(グループホー

ム)などが充実していることから、居住系サービスの受給率が高い状況です。 

なお、より詳細な受給率の推移や近隣保険者との比較については別紙１のとおりとな

っています。 

 

【施設サービス】 特別養護老人ホームなど 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

網走市 2.3％ 2.2％ 2.1％ 2.2％ 2.2％ 2.3％ 

北海道 2.8％ 2.8％ 2.9％ 2.8％ 2.7％ 2.7％ 

全 国 2.8％ 2.8％ 2.8％ 2.8％ 2.8％ 2.8％ 

      ※ 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」より 

 

【居住系サービス】 認知症対応型共同生活介護(グループホーム)など 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

網走市 2.1％ 2.4％ 2.6％ 2.6％ 2.6％ 2.9％ 

北海道 1.7％ 1.7％ 1.7％ 1.7％ 1.7％ 1.7％ 

全 国 1.2％ 1.2％ 1.2％ 1.3％ 1.3％ 1.3％ 

      ※ 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」より 

 

【在宅サービス】 訪問介護(ヘルパー)、通所介護(デイサービス)など 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

網走市 10.1％ 10.0％ 9.1％ 8.2％ 8.5％ 8.2％ 

北海道 10.4％ 10.5％ 9.6％ 8.9％ 9.2％ 9.3％ 

全 国 10.6％ 10.5％ 9.9％ 9.6％ 9.8％ 9.9％ 

      ※ 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」より 
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４．受給者１人あたり介護給付費の推移 

市内に認知症対応型共同生活介護(グループホーム)や特定施設等が充実していること

から、在宅及び居住系サービス受給者１人あたりの介護給付費が全国及び北海道平均と

比べ高い状況です。 

なお、より詳細な給付費の推移や近隣保険者との比較については別紙１のとおりとな

っています。 

 

【在宅及び居住系サービス】（月あたり） 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

網走市 115,456円 116,783円 125,234円 130,173円 127,651円 133,765円 

北海道 103,804円 104,570円 113,422円 118,578円 119,836円 120,930円 

全 国 116,178円 117,649円 125,301円 128,185円 128,900円 130,302円 

      ※ 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」より 

 

【在宅サービス】（月あたり） 

区分 H27 H28 H29 H30 H31 R02 

網走市 95,474円 95,204円 99,894円 103,292円 100,524円 103,740円 

北海道 87,584円 88,779円 96,720円 101,464円 102,862円 103,575円 

全 国 106,133円 107,724円 114,918円 117,519円 118,093円 119,104円 

      ※ 厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」より 

 

 

５．居宅介護サービスの利用状況 

  計画に対する居宅介護サービス毎の実績は下記のとおりです。令和２年度は新型コロ

ナウイルス感染症の影響もあり通所系サービスが計画を下回っています。 ※実績は年度

平均 

 

（１）居宅介護支援・介護予防支援 

介護予防サービスの利用状況（人／月）     介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 357 349 345   計 画 658 662 655 

実 績 213 231 216    実 績 672 684 670  

比 率 59.7% 66.2% 62.6%    比 率 102.1% 103.3% 102.3%  

 

（２）訪問介護 

介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 5,229 4,988 4,698 

実 績 5,161 5,198  5,171  

比 率 98.7% 104.2%  110.1%  

 



4 

（３）訪問入浴介護 

介護予防サービスの利用状況（回／月）    介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 0 0 0   計 画 44 41 28 

実 績 3 2 1   実 績 44 51  52  

比 率 －% －%  －%    比 率 100.0% 124.4%  185.7%  

 

（４）訪問看護 

介護予防サービスの利用状況（回／月）    介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 230 222 222   計 画 824 820 804 

実 績 181 203  164    実 績 928 979  970  

比 率 78.7% 91.4%  73.9%    比 率 112.6% 119.4%  120.6%  

 

（５）訪問リハビリテーション 

介護予防サービスの利用状況（回／月）    介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 123 123 123   計 画 225 219 205 

実 績 134 282  422    実 績 329 447  846  

比 率 108.9% 229.3%  343.1%    比 率 146.2% 204.1%  412.7%  

 

（６）居宅療養管理指導 

介護予防サービスの利用状況（人／月）    介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 14 13 13   計 画 61 60 60 

実 績 10 9 7    実 績 49 46 90  

比 率 71.4% 69.2% 53.8%    比 率 80.3% 76.7% 150.0%  

 

（７）通所介護（デイサービス） 

介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 1,320 1,366 1,404 

実 績 1,340 1,388  1,080  

比 率 101.5% 101.6%  76.9%  

 

（８）通所リハビリテーション（デイケア） 

介護予防サービスの利用状況（人／月）       介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 77 75 74  計 画 1,549 1,542 1,512 

実 績 88 84 70   実 績 1,382 1,107  1,046  

比 率 114.3% 112.0% 94.6%   比 率 89.2% 71.8%  69.2%  

      ※介護予防サービスは、月単位の定額報酬のため、人数で記載 
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（９）福祉用具貸与 

介護予防サービスの利用状況（人／月）       介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 109 106 105   計 画 335 327 312 

実 績 116 127 121    実 績 349 378 372  

比 率 106.4% 119.8% 115.2%    比 率 104.1% 115.6% 119.2%  

 

（10）特定福祉用具販売 

介護予防サービスの利用状況（人／月）      介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 5 5 5   計 画 9 10 9 

実 績 4 5  5    実 績 7 8  8  

比 率 80.0% 100.0%  100.0%    比 率 77.8% 80.0%  88.9%  

 

（11）住宅改修費の支給 

介護予防サービスの利用状況（人／月）     介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 6 6 6   計 画 9 9 10 

実 績 5 8  5    実 績 8 8  10  

比 率 83.3% 133.3%  83.3%    比 率 88.9% 88.9%  100.0%  

 

上乗せ事業分の利用状況(うち数)（人／月）     

区分 H30 H31 R02 

計 画 3 3 3 

実 績 3 4  4  

比 率 100.0% 133.3%  133.3%  

 

（12）短期入所生活介護・短期入所療養介護（ショートステイ） 

短期入所生活介護(予防)の利用状況（日／月） 短期入所生活介護(介護)の利用状況（日／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 4 4 4   計 画 448 439 442 

実 績 5 9  6    実 績 392 509  440  

比 率 125.0% 225.0%  150.0%    比 率 87.5% 115.9%  99.5%  

 
短期入所療養介護(老健・予防)の利用状況（日／月）  短期入所療養介護(老健・介護)の利用状況（日／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 12 12 12   計 画 810 763 671 

実 績 8 12  3    実 績 689 546  495  

比 率 66.7% 100.0%  25.0%    比 率 85.1% 71.6%  73.8%  
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短期入所療養介護(病院等・予防)の利用状況（日／月）短期入所療養介護(病院等・介護)の利用状況（日／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 0 0 0   計 画 0 0 0 

実 績 0 0 0   実 績 0 0 0 

比 率 － － －   比 率 － － － 

 

（13）特定施設入居者生活介護（介護専用型・混合型） 

介護予防サービスの利用状況（人／月）     介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 12 20 24   計 画 105 115 140 

実 績 9 12 12    実 績 92 88 122  

比 率 75.0% 60.0% 50.0%    比 率 87.6% 76.5% 87.1%  

 

６．地域密着型サービスの充実                           

  計画に対する地域密着型サービス毎の実績は下記のとおりです。概ね計画どおり利用

されています。 ※実績は年度平均 

 

（１）定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

介護予防サービスの利用状況（人／月）     介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 0 0 0   計 画 1 2 2 

実 績 0 0 0   実 績 1 3 4  

比 率 － － －   比 率 100.0% 150.0% 200.0%  

 

（２）夜間対応型訪問介護 

第７期計画策定時において、市内に事業参入する事業者がなかったため、サービス

量を見込んでおらず、利用実績もありませんでした。 

 

（３）認知症対応型通所介護 

介護予防サービスの利用状況（回／月）     介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 0 0 0   計 画 444 453 453 

実 績 5 4  5    実 績 456 444  531  

比 率 －% －% －%   比 率 102.7% 98.0%  117.2%  

 

（４）小規模多機能型居宅介護 

介護予防サービスの利用状況（人／月）      介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 10 10 10   計 画 33 35 34 

実 績 7 7 5    実 績 30 29 30  

比 率 70.0% 70.0% 50.0%    比 率 90.9% 82.9% 88.2%  
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（５）認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

介護予防サービスの利用状況（人／月）      介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 3 3 3   計 画 168 168 168 

実 績 3 1 0    実 績 168 174 172  

比 率 100.0% 33.3% 0.0%    比 率 100.0% 103.6% 102.4%  

 

（６）地域密着型特定施設入居者生活介護 

介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 20 20 20 

実 績 20 20 20  

比 率 100.0% 100.0% 100.0%  

 

（７）地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護（小規模特養） 

介護サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 44 44 44 

実 績 43 44 49  

比 率 97.7% 100.0% 111.4%  

 

（８）看護小規模多機能型居宅介護（旧複合型サービス） 

第７期計画策定時において、市内に事業参入を検討している事業者がなかったため、

サービス量を見込んでおらず、利用実績もありませんでした。 

 

（９）地域密着型通所介護 

介護サービスの利用状況（回／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 1,285 1,295 1,232 

実 績 981 929  778  

比 率 76.3% 71.7%  63.1%  
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７．施設サービスの充実 

  計画に対する施設サービス毎の実績は下記のとおりです。老人保健施設の増床中止し

や介護医療院の開設遅れがあり、令和２年度は全ての施設サービスで計画を下回りまし

た。 ※実績は年度平均 

                              

（１）介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

施設サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 83 83 97 

実 績 85 84 85  

比 率 102.4% 101.2% 87.6%  

※上記には、市外施設利用分も含む 

 

（２）介護老人保健施設（老人保健施設） 

施設サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 111 111 142 

実 績 118 116 114  

比 率 106.3% 104.5% 80.3%  

※上記には、市外施設利用分も含む 

 

（３）介護医療院（介護療養病床施設） 

施設サービスの利用状況（人／月） 

区分 H30 H31 R02 

計 画 11 35 35 

実 績 0 0 15  

比 率 0.0% 0.0% 42.9%  

※上記には、市外施設利用分も含む 

 

８．きめ細やかな介護保険制度運営の推進                      

（１）市町村特別給付の推進（ロードヒーティング施工費・いす式階段昇降機施工費） 

ロードヒーティング施工費支給件数（人／年）      ロードヒーティング施工費支給金額（千円／年） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 1 1 1   計 画 270 270 270 

実 績 0  0  0    実 績 0  0  0  

比 率 0.0% 0.0% 0.0%   比 率 0.0% 0.0% 0.0% 

 

いす式階段昇降機施工費支給件数（人／年）     いす式階段昇降機施工費支給金額（千円／年） 

区分 H30 H31 R02  区分 H30 H31 R02 

計 画 1 1 1   計 画 270 270 270 

実 績 0  1  0    実 績 0  270  0  

比 率 0.0% 100.0%  0.0%   比 率 0.0% 100.0%  0.0% 
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（２）低所得者対策の推進 

介護保険では、サービス利用者は費用の１割～３割の自己負担が基本（介護サービ

ス計画作成費を除く）となりますが、低所得者への配慮から、次のような負担軽減措

置を講じました。 

○ 施設サービス・短期入所サービスを利用した場合の食費・居住費の減額 

○ 所得に応じた高額介護サービス費、高額医療・高額介護合算療養費の負担上限額の

設定 

○ 社会福祉法人等により生計困難者に対する利用者負担軽減がなされた場合の法人助

成（社会福祉法人減免） 

このうち、社会福祉法人減免については、国が平成 17 年 10 月から軽減率を引き下

げ（利用者負担を７.５％へ引き上げる）や施設入所者の居住費・食費の減免などの見

直しを実施しましたが、当市では【独自減免】として、５％に減免し、施設入所者の

居住費・食費の減免は実施していません。 

 

（３）介護認定審査会の共同設置及び審査会委員の資質向上、公平性・公正性の確保 

要介護者の審査判定業務を行うため、市町村に介護認定審査会を設置することとな

っています。 

当市の場合は、審査会委員の確保や広域的に公平な審査判定の確保、また、事務の

効率化・経費削減が図られる等の観点から、この審査会を近隣の斜里町・清里町・小

清水町の１市３町共同で設置しています。 

３町と十分に連携を図り、令和２年 10 月 30 日には事務等担当者会議を開催するな

どして審査会の円滑な実施に努めてきました。また、北海道オホーツク総合振興局保

健環境部保健行政室などと連携し、審査会委員現任研修を実施する予定でしたが、新

型コロナウイルス感染症予防の観点から、今年度については中止しました。 

 

（４）情報公表の実施促進 

利用者が適切かつ円滑に介護サービスを選択することが可能となるよう、北海道へ

の情報提供を行うとともに、介護サービス事業者に対する実地指導等を通じて、情報

公表を行うよう指導に努めました。 

また、被保険者に対しては「介護保険いきいきガイドブック」やホームページ等の

活用により事業者情報の周知を行いました。 

 

（５）事業所への適切な指定・指導等の実施 

事業者に対する実地指導の中で、基準の遵守、サービス内容の評価・点検等を行っ

てきました。また、令和３年３月には地域密着型サービス事業所・居宅介護支援事業

所に参集してもらい集団指導を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染症予防の

観点から資料配布に切り替え実施しました。 
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（６）介護給付の適正化の推進 

過剰な給付を抑制し、長期的に安定した介護保険財政の運営につなげるため、費用

の適正化のための検証等に努めてきました。新型コロナウイルス感染症予防の観点か

ら研修会を中止しました。 

 

項目 実施方法 実施目標 実施状況 

要介護認定の 

適  正  化 

一次判定から二次判定の軽重度変更

率の差や、認定審査会の合議体間の差

異について分析を行い、差異を縮小さ

せるための取組(研修会の開催等)を

実施 

・年１回以上の研

修会を開催 

・新型コロナウイ

ルス感染症予防

のため研修会を

中止 

ケアプランの点検 抽出によるケアプラン点検を実施 ・年６件以上 ・年８件実施 

住宅改修等の点検 

【住宅改修】施工前の工事見積書、竣

工後写真等により、住宅改修の施工状

況等を点検。また、改修費が高額であ

るものを抽出し施工前及び施工後の

現地点検等を実施 

【福祉用具購入調査】福祉用具購入に

関し金額等を点検 

【住宅改修】 

・全件実施 

 

 

 

【福祉用具購入】 

・全件実施 

【住宅改修】 

・全件実施 

 

 

 

【福祉用具購入】 

・全件実施 

縦覧点検・医療 

情報との突合 
国保連への委託により実施 ・全件実施 ・全件実施 

介護給付費通知 
住宅改修及び福祉用具購入者に対し、

給付費金額を通知 
・全件実施 ・全件実施 

 

９．重度化防止の取組に関する目標 

本計画では「地域支援事業の実施による要介護状態になることの予防」や「生活機

能向上のためのリハビリテーション」など個々の施策・事業を通じて高齢者の自立支

援や重度化防止に取り組むこととしています。総体的な指標として「第１号被保険者

における要介護３以上の割合」を重度化防止の数値目標として掲げました。 

令和２年度末の割合は５.７％と目標を下回ってしまいましたが、第８期計画期間に

おいても介護予防を中心とした各種施策の継続・充実を図っていく必要があります。 

 

 現 状 

(H28) 

目 標 

(R02) 

実 績 

(R02末) 
差異 

第１号被保険者における

要介護３以上の割合 
５.５％ ５.５％以下 ５.７％ ０.２％ 

※厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」による推計では、平成３２年度における割合は「５．７％」 

 



別紙1
保険者名 網走市

H29 H30 H31(R1) R2 H29 H30 H31(R1) R2 H29 H30 H31(R1) R2 H29 H30 H31(R1) R2

認定率 ％
見える化・時系列
（各年度年報・H31、
R2のみ月報）

16.0 16.1 16.2 16.2 19.5 19.8 20.0 20.3 18.0 18.3 18.5 18.6 19.9 20.1 20.3 20.3

調整済み認定率 ％
見える化・時系列
（各年度年報・H31の
み月報）

15.9 16.0 16.1 ※ 19.3 19.6 19.9 ※ 18.0 18.3 18.5 ※ 19.6 19.8 19.9 ※

調整済み重度認定率
（要介護３～５）

％
見える化・時系列
（各年度年報・H31の
み月報）

5.2 4.9 5.3 ※ 5.4 5.2 5.2 ※ 5.9 5.8 5.8 ※ 5.6 5.4 5.5 ※

調整済み軽度認定率
（要支援１～要介護
２）

％
見える化・時系列
（各年度年報・H31の
み月報）

10.0 10.0 9.5 ※ 13.1 13.2 13.2 ※ 11.3 11.3 11.3 ※ 13.2 13.2 13.0 ※

H29 H30 H31(R1) R2 H29 H30 H31(R1) R2 H29 H30 H31(R1) R2 H29 H30 H31(R1) R2

受給率
（施設サービス）

％
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

2.1 2.2 2.2 2.3 2.9 2.8 2.7 2.7 2.8 2.8 2.8 2.8 2.6 2.5 2.6 2.6

受給率
（居住系サービス）

％
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

2.6 2.6 2.6 2.9 1.7 1.7 1.7 1.7 1.2 1.3 1.3 1.3 1.8 1.8 1.8 1.8

受給率
（在宅サービス）

％
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

9.1 8.2 8.5 8.2 9.6 8.9 9.2 9.3 9.9 9.6 9.8 9.9 11.5 10.3 10.6 10.7

受給者1人あたり給付
月額（在宅および居
住系サービス）

円
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

125,234 130,173 127,651 133,765 113,422 118,578 119,836 120,930 125,301 128,185 128,900 130,302 117,372 125,500 124,698 125,867

受給者1人あたり給付
月額（在宅サービス）

円
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

99,894 103,292 100,524 103,740 96,720 101,464 102,862 103,575 114,918 117,519 118,093 119,104 101,313 108,962 108,544 109,557

受給者1人あたり給付
月額（訪問介護）

円
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

49,129 59,871 58,312 62,804 57,360 65,000 67,143 72,340 61,591 67,103 68,976 73,726 57,762 63,773 64,491 69,609

受給者1人あたり利用
日数・回数（訪問介
護）

回
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

13.0 17.3 16.6 16.8 19.6 23.4 23.9 25.2 20.9 23.6 24.0 25.2 18.5 21.2 21.2 22.4

受給者1人あたり給付
月額（通所介護）

円
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

37,687 44,843 47,736 47,051 48,975 55,325 56,479 58,703 74,021 80,623 81,708 85,818 45,369 55,350 56,909 59,042

受給者1人あたり利用
日数・回数（通所介
護）

日
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

4.9 7.7 7.8 7.4 6.0 8.1 8.2 8.3 9.2 10.6 10.7 11.1 5.4 7.9 8.1 8.2

受給者1人あたり給付
月額（通所リハ）

円
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

54,747 51,453 46,984 50,018 53,770 51,513 50,944 52,225 61,790 59,758 58,548 59,920 58,524 58,523 49,831 49,202

受給者1人あたり利用
日数・回数（通所リ
ハ）

日
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

5.1 4.8 4.1 4.4 5.3 5.2 5.1 5.1 6.2 6.1 5.9 6.0 6.0 6.2 5.3 5.1

受給者1人あたり給付
月額（短期入所生活
介護）

円
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

75,042 69,106 71,710 75,009 85,652 86,535 87,589 102,042 93,708 94,811 96,210 108,216 74,939 75,272 78,398 92,197

受給者1人あたり利用
日数・回数（短期入所
生活介護）

日
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

10.5 9.9 10.3 10.5 11.0 11.1 11.1 12.6 11.5 11.6 11.7 12.8 10.0 9.8 10.2 11.5

受給者1人あたり給付
月額（認知症対応型
共同生活介護）

円
見える化・時系列
（各年度年報・H31、R2
のみ月報）

246,107 246,221 245,364 254,941 247,648 247,712 251,008 256,485 249,222 250,256 253,186 258,108 250,430 251,848 252,468 257,345

データの値

自保険者 北海道平均 全国平均
比較地域

（　　北見市　　）
活用データ名・

指標名
単位 備考

全国平均等
との比較

全国平均等との乖離
について理由・問題点
等の考察（仮説の設定）

設定した仮説の
確認・検証方法

問題を解決するための
対応策（理想像でも可）

●全国・全道と
比べて低い

●早くより予防事業に取り組
んでいる成果と考察(H12より
介護予防事業に着手)

●今後も各種取組を継続
していく

●厚生労働省「地域包括ケア『見える化』システム」より記入。　　※印は令和３年５月19日時点でシステムに未反映

●受給率は全
国・北海道と比
べ施設が低く、
居住系が高い。

●周辺に特養等の施設が少な
く、市内にはGH、サ高住(特定)
等が多い
●令和2年の介護医療院・特
養の整備等により施設サービ
ス受給率が増加傾向

●今後も各種取組を継続
していく

●在宅系サー
ビスの利用日
数・回数が全
国・道平均より
低い

●在宅系サー
ビス1人あたり
給付月額は全
国より低い

●GHは平均的

●全国と比較し日数が少ない
のは人材不足等により需要に
供給が追い付いていないので
はないか。

●介護人材関係
について事業所
への聞き取り、
意見交換会等を
実施(H28～)

●今後も各種取組を継続
するとともに介護人材確
保に向け下記の取組を実
施していく。

●介護人材の育成
　→初任者研修受講補助
金の創出(H28～)
　→ケアマネ再研修受講
補助金の創出(R03～)

●介護人材の離職防止
　→新人合同研修交流会
の開催(H29～)

●潜在的介護人材等の
発掘の取組
　→再就職研修(H29～)
　→入門的研修(H30～)

●軽度者の生活支援に
特化した総合事業サービ
スの創出
　→今後の課題


